
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年９月１日に市制 50周年を迎えた大府市。同日に開催された「大府市制 50周年 

  の集い」では、岡村秀人大府市長、山本正和大府市議会議長、阪野隆自治功労者代表の３ 

  者による「『健康都市おおぶ』新たな 50年に向けた持続可能なまちづくり共同宣言」が行 

  われました。 

令和３年度は、新たな 50年に向けた最初の１年として、組織改正による新体制の下、 

  新型コロナウイルス感染症対策を始めとした諸施策を着実に推進するとともに、新しい時 

  代にふさわしい付加価値を持たせた「市制 50周年 Plus1記念事業」を展開していきます。 

 

 



 

   
令和３年度は、本市のまちづくりの指針である第６次大府市総合計画の２年目に当たり、計画

人口 10 万人の達成に向けて歩を進める重要な年となることから、当初予算は、厳しい財政状況

にあっても、新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図りつつ、必要な施策を着実に推進するた

めの予算編成を行いました。感染症の影響により減収が見込まれる市税収入を補うため、財政調

整基金や特定目的基金等を最大限活用して財源を確保するとともに、コロナ禍にある市民生活を

引き続き強力に支援するための諸施策を始め、県内トップを誇る合計特殊出生率の向上に資する

子育て施策の充実や、「新しい生活様式」の実践のためのデジタル技術の活用に関する取組に、重

点的に予算を配分しました。 

また、改善改革の精神に基づき、市民の代表機関である市議会の意見を始め、市民意識調査や

市長への手紙などで寄せられた市民の声を十分に反映させるとともに、「市制 50周年 Plus1（プ

ラスワン）記念事業」や東京 2020 オリンピック・パラリンピック関連事業を確実に実施できる

よう、必要な予算を計上しています。 

 

   
一般会計の予算額は、新型コロナウイルス感染症対策に係る事業費などの影響により、前年度

と比べて 1.3％増となる 328 億 7,300 万円で、全会計の予算総額は、前年度と比べて 0.2％増と

なる 471億 7,741万 7千円で、いずれも過去最大の規模となっています。 

   (単位：千円、％) 

会 計 名 
予算額 

増減額 伸び率 
令和３年度 令和２年度 

一般会計 32,873,000 32,456,000 417,000 1.3 

特別会計 8,594,083 8,571,732 22,351 0.3 

 国民健康保険事業 7,247,712 7,237,669 10,043 0.1 

 後期高齢者医療事業 1,346,371 1,334,063 12,308 0.9 

企業会計 5,710,334 6,078,440 △368,106 △6.1 

 水道事業 2,547,871 2,690,287 △142,416 △5.3 

 下水道事業 3,162,463 3,388,153 △225,690 △6.7 

合 計 47,177,417 47,106,172 71,245 0.2 
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  歳入の根幹である市税収入は 167 億 7,043 万 4 千円で、前年度と比べて 10.4％の減収を見込

んでいます。市債 10億円は、区画整理事業や保育園の整備事業などの財源とします。 

区 分 予算額 (千円 ) 

市税  16,770,434 

  個人市民税 6,366,047 

  法人市民税 695,685 

  固定資産税 7,666,560 

  都市計画税 1,298,840 

  その他の税 743,302 

国県支出金 6,645,182 

繰入金 2,709,983 

地方消費税交付金 1,979,000 

市債 1,000,000 

使用料及び手数料 430,714 

その他の収入 3,337,687 

歳 入 総 額 32,873,000 

 

  歳出の構成比で最も大きな割合を占める民生費は、133 億 6,344 万 3 千円で全体の 40.7％で

す。前年度との比較では、商工費が 162.6％増と大きく伸びています。性質別では、統合新設保

育園の整備などにより、投資的経費が前年度比で 17.6％増と大きく伸びています。 
   

区 分 ( 目 的 ) 予算額 (千円 ) 

民生費 13,363,443 

総務費 4,932,767 

土木費 4,258,522 

教育費 3,494,831 

衛生費 2,760,368 

商工費 1,353,792 

その他 2,709,277 

歳 出 総 額 32,873,000 

 
 

区 分 ( 性 質 ) 予算額 (千円 ) 

人件費 6,592,377 

扶助費 7,999,954 

公債費 859,101 

物件費 5,843,797 

投資的経費 3,731,294 

その他 7,846,477 

歳 出 総 額 32,873,000 

※円グラフの％は構成比です（以下同様）。 
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健康づくり、文化、スポーツ分野 

 

○新  高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施    

                         20,351千円 

 
 健康増進課(0562-47-8000)/【6】介護予防事業         

※担当課は組織改正前の部署名を表示しています。事業名の【 】は主要事業の番号です(以下同様)。 

 
 

○新  新型コロナウイルスワクチンの接種       

                         313,530千円 

 
 健康増進課(0562-47-8000)/【8】新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種事業          

 
 

○新  国登録有形文化財の有効活用           

                          628千円 

 
 歴史民俗資料館(0562-48-1809)/                             

【23】文化財等保存伝承活用事業・【24】歴史民俗資料館管理運営事業  

 

 

○新  東京2020オリンピック・パラリンピック関連事業  

                         17,082千円 

 
 スポーツ推進課(内線 464)/【26】競技スポーツの推進事業   

愛知県国民健康保険団体連合会が保有する健診・医療・介護の

各種データを活用し、医療保険に基づく保健事業と介護保険に基

づく介護予防を一体的に実施することにより、高齢者のフレイル

状態や疾病の重症化を効果的に予防します。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぎ、市民の生命や健

康を守るため、予防接種法に基づき、迅速かつ的確にワクチンの

住民接種を進めます。 

本市に所在する国登録有形文化財を有効活用するため、大倉公

園内の休憩棟・管理棟を歴史民俗資料館の別館として一体的に運

営します。また、国の文化審議会の答申に基づき、有形文化財と

して新たに登録された明神樋門及び明神川逆水樋門の案内看板や

案内チラシを神田児童老人福祉センターに設置します。 

開催が 1年延期された東京 2020オリンピック・パラリンピッ

クに関連し、新型コロナウイルス感染症対策を実施した上で、オ

リンピック聖火リレーやパラリンピック聖火採火式を始め、本市

にゆかりのある選手を応援するパブリックビューイングやメダリ

ストの凱旋パレードなどを実施します。 



 

●その他の主な事業 ※事業名の左欄の数字は、主要事業の番号です（以下同様）。 

1 

○拡健康づくりのイベントの実施 

[883千円] 

 市制50周年Plus1記念事業として、㈱スギ薬

局と連携した「こども料理コンクールビスト

ロおぶちゃん」や「第15回大府シティ健康ウ

ォーキング大会」を開催します。 

2 

○拡多胎児の妊婦への健康診査の補助拡大 

[329千円] 

多胎児の妊婦の負担軽減を図るため、補助対象とな

る妊婦健康診査の回数を14回から19回に５回分拡

大し、産婦や乳児健診の補助と合わせて計25回分の

補助を行います。 

6 

○新認知症・介護予防施策の充実 

[2,029千円] 

運転寿命の延伸を目的として、プラチナ長寿

健診の中で新たに安全運転技能検査を行い、

ハイリスクとされた方には運転技能向上講習

の受講を案内します。また、健康長寿塾の実施

会場に長草公民館を追加し、市内４会場で実

施します。 

11 

○新ＰＣＲ検査事業の補助[1,680千円] 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、

陽性者が発生した高齢者・障がい者施設や幼児教育

保育施設を対象に、至学館大学が実施するＰＣＲ検

査事業に要する費用を補助します。 
 

○拡ウォーキング環境の整備[10,119千円] 

市内のウォーキングコースのうち、「自然観察と金

メダルコース」にコースの案内やウォーキングの啓

発のための看板等を設置します。 

20 

21 

○新竹澤恭子コンサートの開催 

[3,592千円] 

市制50周年Plus1記念事業として、本市の広報

大使でもある世界的なバイオリニスト、竹澤

恭子氏のバイオリンコンサートを愛三文化会

館で開催します。また、市内全ての中学校で学

校訪問コンサートを開催します。 

20 

○新鈴木政吉像の修復・設置 [2,541千円] 

鈴木バイオリン製造株式会社の創業者・鈴木政吉氏

の胸像が75年ぶりに大府の地へ帰還したことを記

念して、胸像を修復した上で愛三文化会館に設置

し、その功績を改めて称えます。 
 

○拡アートイベントの開催[1,000千円] 

市制50周年Plus1記念事業として、音をテーマにし

た企画展「Art Obulist(アートオブリスト)2021」

を開催します。 
21 

○拡芸術祭の開催 [3,250千円] 

市制50周年Plus1記念事業として、本市ゆかり

の俳優、鈴木林蔵氏が出演する芸術祭「リア

王」を開催します。 

24 

○新歴史民俗資料館の企画展示室の改修 

[21,728千円] 

歴史民俗資料館で開催する企画展の内容を充

実するとともに、本市ゆかりの芸術家の発表

機会を拡充するため、多目的ホールとして使

用している部屋を企画展示室に改修します。 

26 

○新ちびっこレスリング教室の開催[500千円] 

レスリングへの関心を高めるため、至学館大学レス

リング部と協働し、ちびっこレスリング教室を開催

します。 

27 

○新社会体育施設の改修[39,050千円] 

メディアス体育館おおぶの空調冷温水発生器のオ

ーバーホール及び空調監視盤の更新工事を行いま

す。 

 

 

地域福祉、高齢者・障がい者福祉分野 

 

○新 子ども食堂の機能を含む全世代型サロンの開設・運営支援  

                            880千円 

 
 地域福祉課(内線 309)/【29】地域福祉推進事業          

「食」を通じて世代を超えた地域住民同士のつながりをつくり、

社会参加を促進するため、地域づくりコーディネーターを中心に、

子ども食堂の機能を包含した全世代型サロンの開設を支援すると

ともに、開設や運営に必要な費用を補助します。 

 



 

○新 福祉総合相談の実施              

                         3,683千円 

 
 地域福祉課(内線 309)・青少年女性課（内線 314）/        

【30】福祉総合相談事業・【189】相談事業            

 

 

○新  おおぶ・ピース・プロジェクトの実施        

                           1,870千円 

 
 地域福祉課(内線 309)/【35】平和事業              

 

 

○拡  障がい者アート展の開催             

                         2,221千円 

 
 高齢障がい支援課(内線 362)/【41】障がい地域生活支援事業   

●その他の主な事業 

29 

○新就労的活動支援コーディネーターの

配置[6,400千円] 

高齢者が役割を持った形で社会参加できる

よう、就労的活動の場を提供するため、民間

企業等とのマッチングを行う就労的活動支

援コーディネーターを新たに配置します。 

30 

○新「おくやみ窓口」の開設[268千円] 
ご遺族の負担軽減を図るため、亡くなった方に関する

市役所での手続にワンストップで対応する「おくやみ

窓口」を開設するとともに、必要な手続をまとめた「お

くやみガイドブック」を作成、配布します。 
 

○拡終活支援の実施[320千円] 
人生を有意義なものとし、どう生きるか考える手助け

となるよう、本市独自の「さくらノート」を作成、配布

します。また、（株）三菱ＵＦＪ銀行との協定に基づき、

遺贈寄附に関する相談に対応します。 

35 

○拡中学生平和大使の沖縄派遣 

[1,246千円] 

戦争の悲惨さや平和の大切さを若い世代へ

伝えるため、国内で唯一地上戦が行われた

沖縄県の読谷村へ中学生平和大使を派遣し

ます。 

37 

○新成年後見制度利用促進基本計画の策定 

[149千円] 

成年後見制度の利用促進に関する施策を総合的に推進

するため、権利擁護支援の地域連携ネットワークの構

築に向けた体制整備の方針等について定める基本計画

を策定します。 

新設する福祉総合相談室を中心に、年齢や属性を問わず、ひき

こもりを始めとした、様々な困りごとを抱える市民からの相談に

包括的・横断的に対応するとともに、関係機関や団体とも連携を

図り、必要な支援を行います。 

市制 50周年 Plus1記念事業として、戦争の悲惨さや平和の大

切さを市民とともに考え、次の世代へと継承するため、戦場カメ

ラマンの渡部陽一氏を講師とした「平和講演会」や、著名人が綴

った終戦の日の思いを本人の声で聴くことができる「私の八月十

五日パネル展」を開催します。 

市制 50周年 Plus1記念事業として、従来の美術作品の展示に

加え、音楽や舞台演劇の発表のほか、市民参加のワークショップ

や記念ノベルティの制作などを行う障がい者アート展「パラアー

トおおぶ 2021」を開催します。 



 

●その他の主な事業 

38 

○新認知症サポーターの養成と活用 

[3,476千円] 

平成30年度から開始した「認知症サポータ

ー養成2万人チャレンジ」の達成に向け、引

き続き積極的に養成を進めていくととも

に、認知症の人を実際に支援できるサポー

ターの登録制度を導入し、認知症の人やそ

の家族とマッチングする取組を行います。 

41 

○拡ひきこもりの人の居場所づくり[2,000千円] 

障がいのある方の創作活動や生産活動の機会を提供す

るとともに、社会参加を促す場所である地域活動支援

センターの機能を拡充し、ひきこもりの方の常設的な

居場所として活用します。 

42 

○新障害福祉サービス事業所の指定等

の事務の実施[937千円] 

障害福祉サービス事業所の適正な運営を維

持するとともに、必要に応じて迅速な指導

監査を行うため、愛知県からの権限移譲に

基づき必要な事務を行います。 

43 

○拡障がい者の情報取得とコミュニケーション

に関する条例制定の検討[50千円] 

障がい特性に応じた多様な情報取得やコミュニケーシ

ョン手段を利用できる環境の整備に向け、障がい当事

者を交えた検討委員会を開催し、条例の制定及び必要

な施策等について検討します。 

 

 

協働、生涯学習、多文化共生分野 

 

○新  外国にルーツを持つ子どものための教育・学習支援  

                            2,485千円 

 
 青少年女性課（内線 313）・学校教育課（内線 471）/            

【55】多文化共生事業・【56】国際交流教育推進事業         

 

 

○新  新婚世帯に対する新生活スタートの支援     

                         6,000千円 

 
 青少年女性課(内線 314)/【57】男女共同参画推進事業      

 

●その他の主な事業  

47 

○拡自治区への加入促進[ ― ] 

自治区への加入を促進するため、市内の事業者

等と連携した加入促進のための取組を行うと

ともに、加入を呼びかける方法をまとめたマニ

ュアルを作成します。 

48 

○新地域未来会議「Ｗｉｌｌ(ウィル)」の開催 

[178千円] 
地域の課題解決のための新たな取組の具現化に向

け、市民、自治区・コミュニティ、ＮＰＯ・ボラン

ティア、事業者などが共通のテーマで議論するワー

クショップを開催します。 

外国にルーツを持つ子どもたちやその保護者が、地域での交流

を通して自然に日本語に触れられるよう、愛知県や関係団体と連

携した取組を行います。また、日本語がほとんど理解できない児童

生徒を対象に、集中的に基礎指導を行う初期指導教室を開設し、日

本語学習の基礎力獲得を支援します。 

 

若者の結婚に伴う経済的な負担を軽減するとともに、男性の家

事・育児への参加を促進するため、新婚世帯を対象に、婚姻に伴

う市内への引越しや住宅の賃借等に要する費用を補助します。 



 

●その他の主な事業  

49 

○新民間資金調達の支援 [ ― ] 

市民活動団体等が活動に必要な資金を自ら獲

得できるよう、クラウドファンディングを始め

とする民間資金の調達方法に関する講座を開

催するとともに、必要となる事務手続を支援し

ます。 

50 

○新健康お笑い事業「OBU-1グランプリwithメ

ディアス」の開催 [5,038千円] 

市制50周年Plus1記念事業として、市民芸人育成プ

ログラムの卒業生を始め、プロ・アマ問わず参加可

能なお笑いコンテスト「OBU-1グランプリwithメデ

ィアス」を開催します。 

53 

○拡公民館を活用した子どもの学習支援

の充実 [7,874千円] 

 コロナ禍においても子どもの学びを保障でき

るよう、令和2年度に試行的に実施したオンラ

イン「まなポート」を継続できる環境を整備し

ます。また、全ての公民館及びいきいきプラザ

の図書室等を新たに「まなスポット」と名付け、

土日や長期休暇時の子どもの学習室として開

放します。 

59 

○新人権に関する映画上映会の開催[260千円]  

人権に関する啓発の一環として、特定失踪者に関連

する映画の上映会を行うとともに、特定失踪者に関

する問題を紹介したパネル展を開催します。 

 

 

環境保全、環境美化分野 

○新  海洋プラスチックごみ対策の推進         

                           200千円 

 
 環境課(内線 334)/【61】ごみ減量化推進事業          

 

 

○新  ゼロカーボンシティ実現に向けた取組の推進   

                         7,640千円 

 
 環境課(内線 334)/                                      

【65】環境基本計画推進事業・【66】地球温暖化対策推進事業    

 

●その他の主な事業 

61 

○新段ボールコンポストの普及啓発[－] 

微生物により生ごみを分解し、たい肥を作る

段ボールコンポストを普及啓発するため、市

民活動団体と連携して講座を開催します。 

64 

○新「バイオマスごみ袋」の導入[591千円] 

温室効果ガスの削減や石油資源の節約を図るため、植

物由来のバイオマスプラスチックを25％配合したご

み袋を市の指定ごみ袋として導入します。 

近年、地球規模の社会問題となっている海洋プラスチックごみ

の削減に向け、海につながる市内の河川にごみ回収用ネットを試

験的に設置し、市民活動団体と連携して現状調査を行うととも

に、資源化の促進によるごみ減量化の重要性を広く啓発します。 

 

2050年を目途に温室効果ガス排出量を実質ゼロとする目標の実

現に向け、あいちゼロカーボンシティ推進協議会へ参加するとと

もに、市民や中小企業に対する省エネ講座やセミナーの実施、ク

リーンエネルギー自動車を活用した啓発等の新たな取組を推進し

ます。 



 

●その他の主な事業 

65 

○拡クリーン・アップ・ザ・ワールドin大

府の活動支援[92千円] 

市制50周年Plus1記念事業として、石ヶ瀬川、

鞍流瀬川、延命寺川等の周辺を中心に、地域の

団体が主導する環境保全活動を支援します。 

68 

○新動物愛護条例制定の検討[4千円] 

動物の愛護及び管理に関する法律の改正を踏まえ、ペ

ット動物の適正飼養等について定める動物愛護条例

の制定に向け、市内の獣医師等との意見交換を行いま

す。 

 

 

消防、防災・減災、防犯、交通安全分野 

 

○新  消防車両・消防分団車両の更新          

              108,000千円（債務負担行為含む） 

 
 庶務課(0562-47-2207)・消防署（0562-47-0119）/       

【69】消防車両等整備事業・【73】救助業務管理事業・【83】消防団管理運営事業   

 

 

○新  災害時における電源確保対策の強化                  

                         5,047千円 

 
 危機管理課(内線 321)/【91】災害対策整備事業                

 

 

●その他の主な事業 

73 

○新墜落制止用器具の導入 [753千円]  

労働安全衛生法施行令等の改正に基づき、高

所作業で使用する墜落制止用器具を計画的に

導入します。 

79 

92 

○新防災に関するイベントの開催 [927千円]  

市制50周年Plus1記念事業として、消防署共長出張

所やＤＡＩＷＡ防災学習センター（大府市防災学習

センター）を活用し、防災・減災を啓発するイベン

ト「消防広場」「防災フェスタ」を開催します。 

85 

○新雨水排水設備の整備[5,500千円] 

横根平子区画整理事業地内において、３号調

整池下流水路を整備します。 

89 

○新耐水化計画の策定[6,655千円] 

近年の気候変動による大規模な豪雨災害に備え、下

水道施設の浸水時の機能確保に関する方策等を定

めた耐水化計画を策定します。 

 

消防、救急及び救助活動に万全を期すため、消防車両等の計画

的な更新や専門業者によるオーバーホールを行います。令和３

年度は、消防署のタンク車を水槽付消防ポンプ自動車に、北崎分

団の消防ポンプ自動車を小型動力ポンプ積載車に更新するとと

もに、はしご車のオーバーホールを行います。 

 

災害発生時に停電が起きた場合でも避難所等で必要となる電力を確

保できるよう、経年劣化した発電機をインバーター発電機に更新する

とともに、発電機を接続できるキットを新たに購入します。また、企

業等が所有するＥＶ等からの電力提供制度の導入について、具体化に

向けた検討を進めます。 



 

●その他の主な事業 

97 

○新自転車用ヘルメットの購入補助 

[2,400千円]  

交通安全条例の改正による自転車用ヘルメッ

ト着用の努力義務化に伴い、ヘルメットの着

用を促すとともに、転倒事故における頭部の

負傷を軽減するため、7歳～18歳の児童生徒及

び65歳以上の高齢者を対象に、ヘルメットの

購入費を補助します。 

97 

○新高齢ドライバーの運転技能向上講習の実施 

[1,000千円]  

高齢者の運転寿命の延伸を図るため、プラチナ長寿

健診で実施する安全運転技能検査でハイリスクと

判定された方を対象に、実車トレーニング等の運転

技能向上講習を実施します。 

 

 

都市計画・景観、道路、緑花、上下水道分野 

 

 

○拡  幹線道路の整備・補助幹線道路の改良      

                       643,166千円 

 
 土木課(内線 402)/                        

【104】幹線道路整備事業・【105】補助幹線道路改良事業       

 

 

○拡  立会池公園広場の整備               

                         80,000千円 

 
 緑花公園課(内線 467)/【112】公園整備事業             

 

●その他の主な事業 

99 

○新無線遠隔操作草刈機の導入[5,209千円] 

公共施設等における雑草対策に係るコスト低

減を図るため、遠隔操作可能な草刈機を１台

導入し、各施設等で活用します。 
 

○新立地適正化計画の策定[7,710千円] 

持続可能なコンパクトシティの実現に向け、

住宅や都市機能の立地の適正化に関する基本

的な方針等を定める立地適正化計画を、令和

３年度及び４年度の２か年で策定します。 

101 

土地区画整理事業の促進[818,250千円] 

土地区画整理事業の促進のため、横根平子地区・

北山地区へ補助金を交付するとともに、事業計画

に基づいた運営がされるよう、必要な指導を行い

ます。 

安全で快適な道路ネットワークを構築するため、県道横根大

府線、都市計画道路養父森岡線等の幹線道路の整備や、市道上

原殿田線、共和駅東線等の補助幹線道路の改良を行います。市

道上原殿田線、4073号線（大和機工東）、7061号線（砂川沿い）

は、令和３年度中の工事完了を予定しています。 

 

横根立会池を、緑や潤いを感じながら運動などができる多目的

広場を有する公園として整備します。令和３年度は浚渫や基盤整

備工事を行います。 

 



 

●その他の主な事業 

111 

○新水辺の歩行空間の整備 

[49,000千円] 

歩行者が緑や潤いを感じながら安全に歩行

できるよう、河川管理用道路を活用した緑道

整備を進めます。 

115 

竹林の小径(こみち)の整備[111,100千円] 

矢戸川緑道に隣接する竹林の小径の整備に向け、令

和３年度は必要な用地の取得を計画的に進めます。 
 

○新桜守養成講座の実施[30千円] 

市の木であるサクラを市民団体との協働で維持管

理するため、専門家からノウハウを学ぶ講座を実施

します。 

子育て、学校教育分野 

 

○新  統合新設保育園の整備                

               810,322千円（債務負担行為含む） 

 
 保育課(内線 398)/【130】保育所整備事業            

 

 

○新  家庭で子育てする保護者への支援の充実     

                         3,121千円 

 
 子育て支援課（内線 377）・保育課(内線 398)/          

【132】子育て支援センター事業・【135】一時預かり事業     

 

 

○拡  臨時特別出産祝金の延長              

                          75,000千円 

 
 健康増進課(0562-47-8000)/【137】母子保健指導事業      

 

老朽化した吉田保育園及び米田保育園を統合し、地域の拠点園

となる新たな保育園を、馬池町地内に２か年かけて整備します。 

令和３年度は、土地の造成を行うとともに、園舎の建設工事に

着手します。 

 

家庭で子育てする保護者を支援するため、一時預かりを実施す

る公立保育園を５園から６園に拡大するとともに、緊急保育の受

入年齢を満１歳から生後６か月に引き下げます。また、保護者の

育児疲れの解消を図るため、公立保育園の一時預かりを無料で利

用できる「家庭で子育て応援クーポン」を発行します。 

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化していることを踏ま

え、コロナ禍で誕生した全ての子どもをお祝いするとともに、子

育てに係る生活支援として、子ども１人につき 10万円を支給す

る臨時特別出産祝金を１年間延長します。 



 

 

○拡  小学校の体育館への空調機設置         

                         176,171千円 

 
 学校教育課(内線 483)/【153】小学校施設整備管理事業     

 

●その他の主な事業 

124 

125  

○新保育園におけるＩＣＴ化の推進 

[3,611千円] 

保育園の運営業務の効率化を図るため、荒池

保育園において総合保育支援システムを試行

導入し、効果を検証します。また、民間の保育

園に対して、業務のＩＣＴ化の推進に必要な

費用を補助します。 
 

○拡保育施設における感染症対策の実施 

[18,000千円] 

保育園において感染症対策を徹底しながら事

業を継続するため、必要な衛生用品等を購入

するとともに、民間の保育園等に対しても感

染症対策に要する費用を補助します。 

125 

126 

127 

○新保育施設に対する運営支援の拡充 

[17,849千円] 

市内の保育施設全体で多様な保育ニーズに対応

するため、民間の保育園に交付している運営費補

助のメニューに、障がい児保育の実施に対する補

助を追加します。また、小規模保育事業所や認定

こども園についても、延長保育や一時預かり、障

がい児保育等を実施する場合の運営費を補助す

る制度を新たに創設します。 

132 

○新おおぶ祖父母手帳の発行[669千円] 

子育て世帯中の父母世代と祖父母世代がお互

いに育児についての理解を深め合い、ともに

楽しく「子育て」「孫育て」に向き合うきっか

けとなるよう、「おおぶ祖父母手帳」を作成、

発行します。 

132 

136 

137 

143 

○拡地域子ども・子育て支援事業における感

染症対策の実施[5,389千円] 

子どもステーション、保健センター、病児保育事

業所、放課後クラブ等において、感染症対策を徹

底しながら事業を継続するため、必要な衛生用品

等を購入するとともに、民間事業者に対しても感

染症対策に要する費用を補助します。 

132 

143 

○新子どもステーション・放課後クラブに

おけるＩＣＴ化の推進[14,548千円] 

新しい生活様式に対応した業務のＩＣＴ化や

オンライン化を進めるため、子どもステーシ

ョン及び放課後クラブにおいて必要となる機

材や無線通信環境等を整備するとともに、民

間のクラブに対しても整備に要する費用を補

助します。 

137 

○新不育症治療費の補助[450千円] 

不育症の診断を受け、治療を受けている夫婦の経

済的負担を軽減するため、治療や検査に要する費

用を補助します。 

138 

○拡児童老人福祉センターの改修 

[74,386千円] 

経年劣化が進んだ東山児童老人福祉センター

の健康室を、より多くの利用者が多世代で交

流できるスペースとして改修するとともに、

同センター及び大府児童老人福祉センターの

老朽化した外壁等の補修工事を行います。 

139 

○新親子で楽しめる運動遊びイベントの開催 

[1,559千円] 

市制50周年Plus1記念事業として、10代目体操の

お兄さんである佐藤弘道氏を講師とした運動遊

びイベントを開催します。 

熱中症対策や避難所の環境改善のため、中学校に引き続き、

小学校の体育館にもＬＰガス災害対応バルクとその燃料で稼働

する電源自立型空調機を設置します。令和３年度は、４校（神

田、北山、共和西、石ヶ瀬）で設置工事を行うとともに、５校

（大府、大東、東山、共長、吉田）分の設置工事の設計を行い

ます。 



 

 

●その他の主な事業 

144  

○新養育費確保のための支援の実施 

[270千円] 
養育費を確実に受け取ることでひとり親家庭

の経済的安定を図るため、養育費について取

り決めた公正証書の作成や信用保証会社との

保証契約に要する費用を補助します。 
 

○新コロナ禍にあるひとり親家庭への支

援の強化[3,265千円] 
新型コロナウイルス感染症の影響により生活

困難に直面するひとり親家庭の生活基盤の安

定を図るため、オンライン相談の環境を整備

するとともに、公営住宅へ入居できなかった

家庭を対象に、住居費の一部を補助します。 

145 

○新タイムカプセル開封イベントの開催 

[309千円] 

市制50周年Plus1記念事業として、市制20周年に

大府みどり公園に埋設したタイムカプセルを掘

り起こし、開封するイベントを行います。 
 

○拡幼保児小中連携教育の指針「きらきら」

の改訂[1,025千円] 

第３次大府市教育振興基本計画の策定に伴い、大

府市幼保児小中連携教育の指針「きらきら」を改

訂します。 

146 

○拡教員の多忙化解消 [1,100千円] 

教員の多忙化解消策の一環として、進学先に

送付する指導要録の抄本を出力できるよう校

務支援システムを改修し、事務の効率化を図

ります。 

146 

147 

○拡学校活動における感染症対策の実施 

[18,800千円（繰越分）] 

児童生徒や保護者、教職員が安心して学校活動を

実施できるよう、感染症対策に必要な衛生用品等

を購入します。 

146 

147 

148 

149 

○新ＧＩＧＡスクール構想に基づくＩＣ

Ｔ教育の推進[6,788千円] 

小学４年生以上の児童生徒全員に１台ずつ整

備したタブレットを最大限活用し、本市のＩ

ＣＴ教育を更に効果的に推進するため、教育

委員会に新たに教育情報化指導員を配置しま

す。また、タブレットの増台に伴い、各校のイ

ンターネット回線を高速化するとともに、全

ての家庭で自宅での持ち帰り学習ができるよ

う、インターネット環境がない就学援助世帯

へのWi-Fiルーターの無償貸与を引き続き行

います。 

148 

○拡小学１年生を対象にした体力向上プロ

ジェクトの全校展開[618千円] 

基本動作を意識した運動プログラムを小学１年

生の体育の授業に取り入れ、体力の向上を図るプ

ロジェクトについて、令和２年度に共長小及び吉

田小で実施した効果を踏まえ、全ての小学校で実

施します。 

149 

○新中学生サミットの開催[270千円] 

市制50周年Plus1記念事業として、ＳＤＧｓをテ

ーマに、模擬議会で議論した成果を「中学生宣言」

として採択し、市内外へ発信する「中学生サミッ

ト」を開催します。 

 

 

 

商業、観光、工業、農業、公共交通分野 

 

○拡  中心市街地の活性化に向けた方策の検討       

     242千円

 
 都市計画課(内線 412)/【156】中心市街地整備事業       

 

組織改正により新設する中心市街地整備室を始めとした新た

な体制の下、大府駅周辺の活性化に向けた方策を検討するため、

学識経験者や地元の商業者等を委員とした検討会議を開催しま

す。 

 



 

 

○新  市内のサクラ酵母を活用した清酒づくり            

  1,628千円

 
 農政課(内線 342)/【169】地産地消推進事業          

●その他の主な事業 

155 

○新産業振興アドバイザーの設置 

[1,482千円] 

産業の一層の振興を図るとともに、事業者等

への支援を充実させるため、産業振興に幅広

い見識を持つ産業振興アドバイザーを新た

に設置します。 

157 

○拡大府東浦花火大会への補助[3,250千円] 

市制50周年Plus1記念事業として、あいち健康の森

公園で開催される花火大会に、補助金を交付しま

す。 

160 

○新伝統工芸品産業の立地支援 

[8,060千円] 

本市にゆかりの伝統工芸品産業の振興を図

るため、市内への工場等の立地の際に必要な

初期投資や賃借料に要する費用を補助しま

す。 

165 

○新若手農業者への支援[2,670千円] 

新規就農者を対象とした補助制度を拡充し、50歳未

満の若手農業者を対象に、農業経営の効率化のため

の機器や農業用資機材等の購入に要する費用を補

助します。 

167 

○新鳥獣被害の防止[1,921千円] 

市内の農作物に深刻な損害を与えるカラス

等の鳥獣による被害を防止するため、捕獲檻

の設置や資材の購入補助に加え、県や専門家

等と連携し、鷹匠や音声による追い払いの実

証実験を行います。 

169 

○新第15回全国どぶろく研究大会の開催 

[4,832千円] 

市制50周年Plus1記念事業として、全国のどぶろく

産地との交流を図る第15回全国どぶろく研究大会

を愛三文化会館で開催します。 

 

 

 

行財政運営、広報・広聴分野 

 

 

○拡 ふるさと納税を活用した財源確保・産業振興の推進  

  2,450千円

 
 財政課(内線 242)/【179】ふるさとおおぶ応援寄附金事業     

 

市制 50周年を記念して新たに市の木に認定した本市のサクラ

を広く周知するため、二ツ池公園のサクラから抽出した酵母を

使った清酒を製造し、市制 50周年 Plus1記念式典で配布すると

ともに、新たな特産品としての活用の可能性を検証します。 

コロナ禍にあっても非対面で事業を継続できるふるさと納税制

度の特長を生かし、新たな返礼品提供事業者の参入促進や、新商品

の開発、販売促進などの取組を支援することにより、財源確保とと

もに市内の産業の振興を図ります。 

 



 

 

 

○新  全庁的なＷｅｂ会議システムの導入        

  376千円

 
 総務課(内線 266)/【186】情報通信システム整備事業      

 

 

●その他の主な事業 

173 

○新ＰＦＳを活用したモデル事業の実施 

[1,500千円] 

成果連動型民間委託契約方式（Pay For 

Success：ＰＦＳ）を活用し、㈱スギ薬局や

新聞販売店と連携した、高齢者の外出促進を

目的としたモデル事業を実施します。 

196 

○新有識者懇話会の開催[290千円]  

第６次大府市総合計画の着実な推進に向け、専門的

見地から先進的な政策に関する提言を幅広く得る

ため、学識経験者などの専門家で構成する懇話会を

開催します。 

 

 

○拡  市制 50周年 Plus1記念式典の開催        

                       13,820千円 

 
 秘書人事課(内線 233)/【197】市制周年記念式典事業     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい生活様式に対応した多様な働き方を実現するとともに、

事務の更なる効率化を図るため、有償版のＷｅｂ会議システム 

を導入し、全庁的に活用します。 

市政の発展を市民とともにお祝いするとともに、感染症を

克服し新しい時代へ歩みだす位置づけとする記念式典を、愛

三文化会館で開催します。また、継続的な産業活動により市

勢の発展に貢献した企業に対する表彰や感謝状の贈呈を新た

に行います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：大府市企画政策部財政課 

〒474-8701 

大府市中央町五丁目70番地 

TEL：0562-47-2111（代表） 

FAX：0562-47-7320 

注）本資料に掲載している令和 3年度の主な事業の内容は現時点の予定のため、今後変更する可能性があります。 


